
２００２年４月10日ミーティング及び呼びかけ人会 

 

 出席者：若林 石上 石松 原田 井澤 藤井 

ミィーティング：於 東戸塚コミュニティセンター 

呼びかけ人会：レストラン内 

 

若林さんへのヒアリング 

１）昭和３７年から新地開発さんと東戸塚の地を踏査してマンションを建てて来た 

  実績からの情報提供(地主さん＆不動産業界の紹介・土地に関して)ができる。 

  どれくらいのスパンで考えているのか？→建物のフレキシビリティ・設備・駅 

  からフラットなのが条件か？ 何をしたいのか？ 

 余条件が整えば「どれくらいのコストで見合うのか？ 税金対策等」地主さんに 

話を持っていける。 

   ２）有効空地の提供・協力(見えない人件費等） 

      ３）インターネットを活用した情報収集 

      ４）NPO立ち上げの提案 

   ５）今回の取り組みは パイオニアではある大変さはあるだろうが 

 誰もやっていないこと、良いモデルになるのではないか。 

 

   若林氏プロフィール 

      熊谷組 「起伏の激しい地形の東戸塚の駅改札から環状２号線を車椅子で 

越えられるよう」ハートビル法にのっとりオーロラモールを設計。  

テナント・地域と連携しながら 東戸塚の質の向上に貢献。 

   仙台：ありのまま社「車椅子の青春」の著者山田氏と交流、ご自身の体験から 

福祉に大きな関心と理解を持たれる。 (医療建築学会)(国境亡き医師団)との交流 

もあり、専門知識を持つ知人を多くもたれる。 

 

確認事項： 

   ＊私達の活動は「作業所立ち上げ」だと確認できたのでこれを持って 

    ［呼びかけ人会］とする 

   ＊有効空地の利用は 募金＆広報の目的でのチャリティコンサート＆バザー 

             作業所の商品の販売（有効空地及び有効空地外） 

      ＊余条件がでたところで 物件の情報は提供できるが「土地ありき」ではない。 

 

課題： 

   ★ポリシーの確立 

   ★組織→ワーカーズでできるか？ 

   ★どんな作業所を作りたいか？！ 幾つか見学する→まず「セルプ杜」 


